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２学期最終日を迎えるとともに、２０２０年もあとわずかとなりました。２学期を振り

返ってみると、今学期も新型コロナへの対応が欠かせない生活でした。

特に心に残っているのは「蒼緑祭」です。生徒たちは、初めての屋外での合唱や集団演

技を披露し、生徒たちのもつ力の素晴らしさを実感させてくれました。１０月末には生徒

会役員選挙が行われ、２年生が学校の中核となりました。３年生の「倉敷一日旅行」は、

校長として初めての引率旅行であり、生徒たちの笑顔が忘れられない思い出の旅行となり

ました。また、９月に実施した１年生の地域調べ学習では、地域の方々から学んだことを

まとめ、１１月に小学３年生に向けて発表しました。その取組の様子を「晴れの国おかや

ま学びたい賞」に応募しています。明日、応募した学校の代表生徒によるフォーラムがＷ

ｅｂで開かれる予定です。

このようにコロナ禍にあっても保護者のみなさまのご理解とご協力を得ながら、教職員

と生徒たちで工夫して過ごした２学期。新しい生活様式にも慣れてはきましたが、生徒た

ちのストレスは相当なものに違いありません。しかし、１２月に入り全国はもちろん岡山

県での新型コロナ感染者数が大幅に増加しており、今後さらに「３密の回避」をはじめと

する感染症対策が欠かせなくなっています。

明日から生徒たちは冬休みに入り、家庭を中心とした生活を送るわけですが、感染症対

策はもちろん、是非ご家庭で、今年の振り返りと新年の目標について話し合っていただき

たいと思います。

振り返りの視点の一つとして、校長が２学期始業式で話した内容を載せておきます。

１ 「自己管理する力」を身につけていくこと

２ 「学び・秩序・貢献の３つの見える化」を実行していくこと

３ 新型コロナ感染者や医療従事者への差別や偏見・誹謗中傷を許さないこと

２０２０年 ご理解とご協力をいただき ありがとうございました

みなさま どうぞよい年をお迎えください


